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目的 

 

実行スライス厚、体軸方向の MTF をスキャン方法により算定し、歯科臨床に

必要な精度を検証する。 

研究デザイン 

 

□meta-analysis  □systematic review  □DB-RCT  □RCT  □CCT 

□cohort study  □case control study □case series  □case report  others 

研究施設 北海道医療大学、北海道、日本 

対象患者 微小球体 0.3mm 

介入・検査 微小球体 0.3mm を helical CT で撮影し、半値幅、および Z-MTF を求める。 

スライス厚 0.6, 1.0mm / ヘリカルピッチ 0.75, 1.50 

Helical CT : ProSpeed F II (GE 横河メジィカルシステム社) 

 

評価項目 半値幅、Z-MTF 

統計手法  

結果 

 

設定スライスが、0.6mm の時、半値幅が、1.30（ピッチ 0.75）、1.44（ピッチ

1.5）であり、設定スライス厚に比較し、実効スライス厚が大幅に大きくなっ

た。設定スライス厚が 1mm の時は、実効スライス厚と近いものとなった。

MTF 曲線より、分解能は、設定スライス厚 0.6、ピッチ 0.75 の時が最も良か

った。 

尤度比 

Odds 比 

 

 

結論 1. 設定スライス厚を 1mm 以下にしても、実効スライス厚は、期待されるほ

ど小さくならない。 

2. ヘリカルピッチは、小さいほど設定スライス厚および実効スライス厚の

誤差は低くなる。 

3. 設定スライスおよびピッチが小さいほど、空間分解能は良好である。 

コメント 

 

 

微小球体を用いた撮影での実効スライス厚および空間分解能を考察した論文

である。ヘリカルピッチが小さいほど分解能が小さいというのは、納得のい

く結果であるが、臨床的にどのくらいの分解能があればいいかの指標があれ

ば、撮影条件の指標になると考えられる。 

記載者 筑井 徹 

 


